
む
の
奮
闘
に
よ
り
潤
を
韓
じ
て
稲
字
し
た
が
､
勝
家
再
び
此
の
如
き
危
険
に
関
ら
ぬ
籍
め
に
は
文
革
あ
る
も
の
は
武

備
あ

ら
だ
い
ひ
､
治
に
居
て
胤
を
忘
れ
ぬ
～J
い
ふ
用
心
が
必
要
で
あ
る
｡

以
上
は
我
零
に
封
す
る

1
鹿
的
考
察
で
あ
っ
て
､

1
切
戦
争
の
テ
ク

ニ
ク
(技
術
)
に
立
ち
入
ら
ず
に
故
事
に
踊
す

る
種
々
の
地
班
的
姿
索
を
概
観
し
た
ま
で
ゞ
あ
る
｡
我
々
地
相
聾
者
の
見
地
か
ら
党
に
細
目
に
就
い
て
考
察
せ
ん
だ

す
る
に
は
海
陸
の
戦
略
及
び
戦
術
に
摘
し
て
そ
の
イ
p
I,だけ
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
､
是
は
次
稿
に
譲
る
｡

筑
豊
石
衆
の
燃
焼
状
態
車
就
い
て上

帝

寅

次

HKH
良

一
､
緒

言

(.I.)

筑
豊
石
炭
は
其
の
爽
炭
層
だ
典
に
古
第
三
紀
時
代
の
生
成
に
か
ゝ

る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
石
炭
分
析
結
果
を
地
質

(2
)

調
査
所
の
分
粗
に
比
較
す
れ
ば
'
大
部
は
低
度
渡
骨
炭
に
属
す
る
0
然
る
に
､
該
泉
悦
中
に
は
爽
泉
第
三
紀
層
生
成

後
p
基
性
火
成
岩
が
沈
入
し
て
.
岩
脈
叉
は
岩
床
を
な
し
､
こ
れ
に
接
梱
す
る
石
炭
を
奨
化
せ
し
め
て
居
る
｡
筑
豊

泉
田
地
方
で
は
か
-
の
如
き
塵
質
炭
を

1L
殻
に

｢煽
石
｣
ビ
線
種
す
る
が
､
火
成
岩
に
直
接
す
る
部
か
ら
漸
次
に
選

っ
て
p
全

-

鍵
化
を
私
め
ね
に
至
る
ま
で
の
問
に
於
て
.
そ
れ
,ぐ

ド
ン
皮

(
ド
ン
亡
は
炭
静
中
に
沈
入
す
る
火
成

(～;)

岩
の
俗
栴
)

煽
石

(
狭
義
に
用
ふ
)
又
は
孝

n
t
無
煙
炭
は
叉
オ
ヲ
リ
､
傾
城
叉
は
チ
ク
ラ
等
だ
精
し
､
燃
料
此
に

鉄
雄
石
淡
の
燃
焼
状
態
に
就

い
て

〓

二



地

球

第
十
丁
懸

解
1
班

三

7
二

よ
れ
ば
牛
無
煙
族
称
に
無
煙
炭
七
年

滞
骨
炭
'
高
度
滞
骨
炭
ビ
な

ら
.
藩
に
低
度
滞
背
教
に
な
っ
て
火
成
岩
の
影
響

を
観
め
ぬ
様
に
な
る
｡

筑
豊
石
炭
が
蕉
成
し
て
か
ら
今
日
に
至
る
間
の
永
き
地
質
時
代
に
於
で
､
炭
化
作
用
は
低
鹿
渡
膏
泉
ま
で
進
行
し

陀
の
で
る
が
､
火
成
岩
の
た
め
に
更
に
高
級
炭
に
化
せ
る
を
以
て
'
こ
れ
等
各
積
の
石
浜
の
燃
焼
状
態
を
知
る
=
亡

は
翠
に
石
炭
利
用
上
の
み
な
ら
ず
'
石
炭
の
熱
俸
尊
父
は
炭
層
中
に
逆
入
せ
る
火
成
岩
の
池
庇
等
に
踊
し
.
何
尊

か

の
暗
示
を
典

へ
る
も
の
で
符
か
ら
う
か
ど
考

へ
る
｡

こ
､
賓
魔
に
使
用
し
た
石
炭
試
料

筆
者
が
数
回
､
筑
豊
地
方
の
旅
行
に
よ
っ
て
採
集
し
た
標
晶
中
'
次
の
十

一
個

を

選

揮

t
て
寛
厳
の
試
料
だ
し

花
｡
選
樺
の
横
準
は
新
鮮
な
る
石
炭
に
つ
き
で
汲
め
行
っ
た
蔑
多
の
工
業
分
析
の
結
果
を
参
照
し
て
､
筑
盤
の
椿
準

k
JL･j
L
得

べ
き
代
表
石
炭

(
少
-
ど
も
採
集
せ
る
炭
層
に
於
け
る
梗
準
炭
)
'
火
成
岩
に
直
接
せ
る
部
分
の
嘩
質
汲

並
に
火
成
岩

ĵJ
の
位
冊
闘
係

の
成
る
ペ
-
明
白
な
る
石
炭
等
で
あ
る
.

試
料
(
1
)
は
田
川
郡
添
田
村
大
略
四
坑
内
に
て
採
英
せ
る
上
石
塊
層
群
伊
田
八
八
膚
の
棟
準
貌
'
(
2
)
は
嘉
穏
郡

庄
内
柑
給
田
五
坑
産
'
竹
谷
炭
層
鮮
嘱
生
八
尺
層
の
塵
準
炭
で
､
両
者
共
火
成
岩
に
無
関
係
の
低
度
僻
骨
炭
で
あ
る

試
料
(
3
)以
下
の
諸
試
料
は
何
れ
も
火
成
岩
に
多
少
踊
係
が
あ
る
ビ
温
は
れ
る
も
の
～
み
で
あ
っ
て
'
(3
)
は
飴

田
五
坑
.
鴨
巷
八
八
圏
内
に
存
在
す
る
巾
約
三

｡
一
光
の
火
成
岩
脈
か
ら
凡
そ
六
米
を
隔
て
た
る
部
分
か
ら
探
基
し

肉
眼
的
又
は
薯
用
上
に
は
礎
質
の
特
性
を
諌
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
-
'
(
4
)は
嵩
幌
泉
坑
本
管
群
八
尺
暦
中
に
春



節 --変 各種筑豊石炭分析家

番鶴 試料球技厨位 水分 座 骨抑故介 LT討究洗薬燃料比次の色粘稔性

1(395) け川 T郡上石暦 那伊Er目し)1暦 1.3ヱ 5.3 30.77 7.565 45.4739.795 47.88 1.325 蘇袖 礼
2(20)謡棚那竹谷暦群鴨出入尺慣 51.87 1.033 同 同

8(16)同 1.32 5.10 22.71 70.87 3ユ20 同 中和

4(503)宗穏郡本暦群吉隈八尺暦 1.86 12.37 ユ6.94 68.83 4.063 同 触

5(136)同 竹谷暦抑抹!J'-_八尺暦 2.85 59.15 7.70 30.30 3.935 白茶 同

6(601)摘 本暦邦吉限八尺暦 3.14 8.51 6.46 81.89 12.676 赤禍 同

7(419)m川郡本暦群銀･畑五尺暦 5.16 9.95 6.37 78.52 12.326 磯袖 同

8く11)責轍郡竹谷暦郡鴨出入尺暦 1.61 18,52 2.40 70.49 7.502 赤袖 同

9(600) 同 本暦群書収八尺暦 4.20 7.64 7.41 81.12 ll.361 棉 同

10(155)岡 本暦酔土間八尺暦 3.95 15.75 3.06 77.24 25.240 淡禍 同

ll(143)同 竹谷暦群路盤八尺暦 1.70 49.20 10.73 38.37 8.576 褐 同

班想 藤娘申L=( )私記せる付文脇室内の赤旗なり

筑
媒
石
火
の
燃
焼
状
怨
に
就
い
て

在
す
る
火
成
岩
床
の
下
方
約

〇
｡
入

米
の
簡
便
に
於
て
採
集
し
た
光
輝
よ

き
石
炭
で
､
こ
の
上
方

〇
･
二
米
に
は

厚
さ
○
｡
一
光
錫
の
砂
岩
暦
が
あ
っ

て
火
成
岩
脈
ど
の
間
を
隔
て
る
も
の

で
あ
-
､
石
数
は
俗
に
傾
城
だ
呼
ば

れ
る
種
板
に
属
す
る
ら
し
い
｡
(
5

)

は
蓄
積
郡
三
井
山
野
鋸
業
所
､
漆
生

田
坑
内
､
漆
生
八
尺
圏
中
の
炭
質
頁

岩
ビ
せ
ら
れ
る
も
の
で
､
火
成
岩
床

は
こ
の
上
方
に
あ
っ
て
約

〇
･
六
氷

を
隔
て
岩
床
ど
の
間
に
は

〇
･
〇
六

米
の
貰
岩
暦
だ
〇
二

1五
米
の
砂
岩

瀞
が
存
在
す
る
｡
(
6
)
紘
(
4
)}J
同

横
膏
隈
炭
坑
内
の
試
料
で
､
岩
床
よ

む
〇
二
ハ
米
を
隔
て
､
石
炭
は
嘩
質
し

て
柱
状
節
排
を
な
せ
る
も
の
で
'
俗

二･･1

7
三



筋 一 間 燃料比ビ火成岩 己の関係

FT,.Bl

｣ . .,l TS r LLJ JI?○ ■p lヽ † 十守
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｢｢

¶ 円

1

1

Fig.1 胎田五札 幡生八尺暦岩脈

Fig.2 大幡四軌 伊田八尺暦岩脈

Fig.3 川崎茨坑,火煉瓦尺暦岩蘇,淡暦の上盤l=紫蘇i)り

Fig.4 上山田節一弘 八尺暦岩帆 茨暦の下館に岩床あり

一
四

に

｢起
ro
に
近
き
走

-
L
A1J
呼
ぶ
も
の
で

あ
る
｡
試
料
(
7
)紘

阻
川
郡
川
崎
相
島
姐

炭
坑
産
の
無
煙
炭
だ

呼
ぶ
も
の
で
､
共
同

無
煙
株
式
骨
配
で
は

大
規
模
に
採
掘
し
て

居
る
O
火
成
岩
ど
の

開
係
は
明
白
を
敏
-

が
'
麺
質
の
程
度
よ

-
推
し
て
火
成
岩

に

左
准
接
近
し
な
い
こ

E
を
梶
め
ら
れ
る
｡

試
料

(
8
)
は
捻
出

五
坑
内
の
岩
脈
か
ら

〇
二
二
米
以
内
､
火



成
岩
脈
に
甚
だ
近
い
も
の
で
ゐ
-
'
(
9
)は
嵩
隈
炭
坑
内
(
4
)だ
同

.1
圏
の
試
料
で
あ
る
が
火
成
岩
床
に
接
触
す
る

試
料
､
(10
)は
嘉
穂
郡
漆
生
相
補
基
炭
坑
'
本
層
群
土
間
八
尺
骨
の
試
料
で
'
汲
暦
上
位
の
大
岩
床
の
た
め
に
石
炭

は
局
部
に
集
積
し
て
｢煽
石
溜
｣
を
な
す
も
の
で
あ
る
､
(ll
)
は
漆
生
四
坑
内

(
5
)
f̂J
同

1
炭
層
の
大
岩
床

(多
分

(
1
)
の
岩
床
ビ
同

一
の
岩
床
)
だ
按
嫡
す
る
鼻
贋
炭
で
あ
る
｡

(4)

以
上
の
十

一
種
の
石
炭
試
料
の
性
質
を
知
る
た
め
に
行
っ
た
水
間
法
に
よ
る
工
業
分
析
の
瓶
基
は
節

1
表
に
示
し

た
油
-
で
あ
っ
て
p
水
分
は
概
し
て
火
成
岩
に
近
き
も
の
に
多
き
が
如
-
.
こ
れ
は
歩
質
炭
に
は
吸
水
性
に
富
め
る

も
の
が
あ
る
こ
と
も
そ
の

一
因
な
る
べ
-
､
衣
分
は

一
様
な
ら
ざ
る
も
塾
贋
於
に
は
特
に
多
き
も
の
が
あ
-
p
揮
磯

舟
は
火
成
岩
に
接
近
す
る
に
つ
れ
て
減
少
し
､
固
定
炭
素
は
曙
加
す
る
｡
第

一
周
は
前
記
の
諮
試
料
及
び
筆
者
の
探

鉱
に
か
～
る
他
の
由

試
料
を
補
っ
て
燃
料
比
,̂J
火
成
岩

どの
捕
係
ど
な
こ不
し
た
も
の
で
'
火
成
岩
に
接
触
す
る
部
分

は
大
小
不
定
で
あ
る
が
.
あ
る
距
離
の
魔
で
最
も
苗
-

'遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
漸
次
に
減
小
し
っ
～
鈍
鼻
化
の
状
髄
心

に
な
る
こ
だ
が
知
れ
る
.
こ
れ
に
よ
っ
て
火
成
岩
の
影
響
す
る
範
囲
が
知
れ
る
静
で
あ
る
｡

望
､
燃

焼

状

態

測

定

の

方

法

(5)

間
膜
の
燃
焼
に
つ
い
て
は
着
火
鮎
だ
燃
焼
鮎
だ
を
置
別
し
て
考

へ
る
ホ
イ
ー
ラ

ー
氏
の
如
き
も
あ
る
が
'
膏
岡
氏

JLl)

(7)

に
従
っ
て
燃
焼
が
持
薦
し
得
る
敢
低
粗
度
を
着
火
瓢
だ
暇
足
し
p
其
の
測
定
に
本
多
教
授
の
熱
天
秤

T
h
erm

obal･

anceを
使
用
し
た
｡
こ
れ
は
燃
焼
を
初
め
る
亡
き
は
試
料
の
認
畳
が
急
に
政
少
を
初
め
､
燃
焼
し
終
る
ビ
重
畳
減
が

各
-
な
-
な
る
が
故
に
燃
焼
の
腹
鰭
並
に
各
時
間
の
血

圧
も
正
し
-
知
る
こ
だ
が
出
来
る
便
利
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

筑
放
棄
訳
の
燃
焼
状
潜
に
就

い
て

蒜

7
五



地

皆

節
十

丁
怨

節
l
班

山水

二
ハ

(EC)

(9
)

骨
て
p
赤
尾
工
撃
士
は
塊
炭
に
つ
い
て
棒
材
博
士
は
石
墨
に
つ
い
て
こ
の
方
故
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
｡
聾
者
の
嘗

瀞
中
同
博
士
か
ら
多
大
の
便
宜
を
輿

へ
ら
れ
た
こ
F,-J
を
戚
謝
す
る
の
で
あ
る
｡

(7
)(CC)(P
)

熱
天
秤
に
つ
い
て
は
既
に
記
載
さ
れ
た
多
-
の
記
事
が
あ
る
か
ら
.
舷
に
精

し
-
述

べ
る
必
要
は
L･i
い
が
､
聾
者

の
測
足
し
た
方
法
に
つ
き
概
略
の
み
を
簡
単
に
述

べ
る
.
即
ち
.
天
秤
の

山
方
に
分
銅
を
置
き
.
他
の

一
方
に
白
金

珊
瑚
を
下
げ
'
そ
の
中
に
試
料
を
入
れ
て
電
束
櫨
中
で
加
熟
し
､

一
定
の
制
令
に
脱
皮
を
上
昇
せ
し
め
て
'
賓
畳
減

を
天
秤
の
上
部
に
装
置
し
た
鋸
ビ
P
そ
れ
か
ら
約

一
八
〇
糎
の
距
離
に
あ
る
尺
度
ビ
窒
遠
鋸
ビ
で
蔑
ん

だの
で
あ
る

尺
度
の
鼻
化

一
塵
が
重
畳
の
鼻
化

C
)･八
底
に
相
皆
す
る
様
に
し
た
｡
試
料
は
天
秤
の
都
各

で
約

〇
主

義
を
使
用
す

る
こ
E
に

7
足
し
.
ほ
ゞ

一
歳
の
小
塊
に
砕
き
た
る
も
の
を
用
ひ
た
｡
温
度
の
上
昇
を

1
足
す
る
た
め
に
.
最
初
は

四

･
五
ア
ム
ペ
ア
ー
位
の
電
流
を
通
じ
も

一
千
度
近
-
の
高
温
に
な
る
ビ

1
0
ア
ム
ペ
ア
ー
位
を
通
じ
て
調
節
し
た

佃
p
電
束
娘
中
で
試
料
に
加

へ
ら
れ
る
温
度
は
試
料
ビ
近
接
し
て
電
束
櫨
甲
に
装
置
し
た

エ
レ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
､

ガ

ル
バ
ノ
メ
ー
タ
ー
で
諌
む
こ
P,Jに
し
た
の
で
あ
る
O

四
､
測

党

の

結

農

上
記
の
方
法
に
よ
っ
て
測
定
し
た
虞
に
よ
る
E
t
温
度
の
高
ま
る
に
従
っ
て
重
畳
を
減
す
る
が
､
特
別
な
る
試
掛

の
外
は
'
二
百
度
乃
至

二
宮
皮
の
附
鑑
で
温
度
は
高
ま
る
も
重
畳
は
減
少
せ
ぬ
塵
に
な
る
O
こ
の
間
の
重
畳
減
は
永

分
で
あ
る
ビ
考

へ
る
｡
水
分
の
蒸
散
後
に
韮
畳
減
は
暫
-
な
-
堤
-
､
次
に
急
速
に
重
畳
減
を
示
す
戒
に
な
る
｡
こ

の
鮎
が
着
火
鮎
'
即
ち
'
筆
者
は
燃
焼
を
初
め
た
鮎
}J
定
め
た
の
で
あ
る
が
'
初
め
蛋
畳
減
の
誰
め
ら
れ
な
か
っ
た
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銑
盟
石
瀧
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燃
焼
批
潜
に
就

い
て

蛋



第 二 衷 各種筑盟友燃焼状態測定衷

第

1
既

毘

7
八

胡二郎 火成別 の閥車 竺讐

1(395) 鰯 拘係標準有 390C○旭光

2(20) 同 380

3(16) 岩脈Lり6釆 400

4(503) 岩床より0.8弟 490

5(136) 炭質式敷 岩岩船より0.6釆 480

6(501) 岩床より0.6米 610

7(419) 襲質軸焼 520

8(ll) 或脈より0..3米 540以内

9(500) 淡麻に接鰯 570

10(155) 裁掛 こ捜払 . 600煽石憎

時
だ
後
に
重
畳
城
の
速
-
な
っ
た
時
ど
の

境
界
は
厳
密
に
明
瞭
で
L･.
い
｡
よ
っ
て
前

後
の
曲
線
を
延
長
し
て
其
の
交
叉
鮎
を
以

て
着
火
鮎
だ
し
た
｡
第
二
周
は
各
試
料
に

つ
い
て
測
定
し
た
結
果
&
示
す
曲
線
で
あ

っ
て
轟
氏
温
度
を
横
軸
に
'
尺
度
の
蘭
み

な
糎
単
位
で
縦
軸
に
ビ
G
.'
混
雑
を
避
け

る
た
め
各
試
料
毎
に

一
粒

だけ
上
か
ら
記

し
初
め
た
｡
第
二
表
は
着
火
温
度
'
滑
火

亀
鑑
其
他
各
試
料
の
比
較
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
｡

燃
焼
の
終
結
'
即
ち
滑
火
鮎
は
各
試
料

ど
も
に
明
瞭
で
あ
る
｡
(
第
二
圃
)
こ
れ
以

上
は
温
度
を
上
昇
す
る
も
重
量
は
減
せ
ず

し
て

一
定
ビ
L･B
Jn
､
試
料
は
各
部
次
だ
L･4

っ
た
こ
己
を
示
す
｡
第

1
未
だ
第
二
未
だ

の
夜
分
の

l
致
せ
ぬ
の
は
石
炭
は
不
均

1



悼

(
藤
に
火
成
岩
の
影
響
を
受
け
る
も
の
､
叉
は
泉
質
頁
岩
等
に
放
て
然

-
)
で
あ
る
に
原
因
す
る
｡
即
ち
.
同

1

の
試
料
で
も
典
な
る
部
分
で
多
少
の
差
は
免
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

以
上
の
薯
脇
に
よ
れ
ば
､
筑
豊
石
炭
は
約
三
首
五
十
度
乃
至
四
百
度
の
間
に
放
て
燃
焼
を
初
め
.･
火
成
岩
の
影
響

を
受
け
る
程
度
の
大
な
る
に
つ
れ
て
脱
皮
は
高
ま

･O
､
火
成
岩
に
接
鯛
す
る
も
の
は
五
首
度
乃
至
六
百
度
前
後
に
放

て
燃
焼
を
初
め
る
こ
亡
が
知
れ
る
｡
衣
分
の
極
め
て
多
量
な
る
石
筑
'
例

へ
ば
試
料
(
5
)
及
(
8
)
の
如
き
に
於
て
も

火
成
岩
に
近
き
も
の
は
遠
き
も
の
よ
-
も
着
火
鮎
が
後
れ
る
｡
火
成
岩
に
接
触
す
る
率
質
炭
の
着
火
鮎
は
火
成
岩
の

逃
入
常
時
の
温
庇
ビ
或
る
種
の
関
係
あ
る
べ
-
.
火
成
岩
に
よ
る
石
炭
の
嘩
贋
範
囲
は
供
給
さ
れ
た
熱
量
だ
石
炭
の

熱
停
導
性
に
関
係
す

べ
-
考

へ
ら
れ
る
｡
看
淡
利
用
の
鮎
よ
-
せ
ば
着
火
鮎
､
滑
火
鮎
の
温
度
'
並
に
燃
焼
艦
縛
時

間
の
最
知
等
は
考
慮
す

べ
き
諸
掛
で
あ
ら
-
0

文

献

T

)

長

尾

巧

九
州
鈴
三
紀
水
洗
暦
の
時
代

と

其
の
盟
姿
他
石
､
筑
蛍
石
茨
銃
先
細
身
月
報
､
解
二
十

7
番
'
解
こ
甘
凹
十
九
離
'
火
花

十

川
咋

(2
)

排

水

省

菅

本

邦
産

石
炭
の
分
粒
澱
日.=
封
､
地
質
郡
査
伊
軸
管
､
第
四
十
二
班
七
大
jE
二
年
十
二
月

(
3

)

止

的

拭

次

郎

銑
盟
次
川
の
火
成
岩
及

炎
の
石
:淡
に
及
ぼ
す
好
替
､
(J;
)
水
曜
骨
駄
'
罪
証
塔
節
九
班
､
昭
和
三
年
十
月

(

4
)

F
ie
td
n

e
r,

A
･

C
･
N
.
t
e

c
n
t

he

S

am
plin
g
.
ar,･d

A
n
al
y
sis

of
C
o
a
I･

T
c
ch
n
ic
al

pap
e
r.

76
･
)
91
4
,

D
ep･

I
n

ter.
B
u
r
,

P
vl
inI.

(
5

)

W
h
e
e
ler
}

R

.
V

.
T
h
e

Z
笥
itio
n

o
f

C
o
a
l
.

F
u

et
v
o
t
･

Ⅰ
Ⅰ
{
･,

N

o
,

10
,

Oct.
1
9
2
4
.

(
6

)

苔

開

港

作

燃
料
親

爺
､

T
九

二
六

年
'
弟

三

茸

筑
517･]
石
淡
の
燃
焼
状
態
に
就

い
て

邑iE



地

球

第
十

7
怨

妨

丁
駁

ニ
〇

二
〇

(7
)

H
o
n
d
a
,
K
.

O
n

a

T
h
e
rrn
o
b
a
h
n
c
e
.

S
c
i.

R
e
p
I.

T

oh
oku
･

Z
m
p
.

U
n
iv
.

V
o
I.

i
V
.

1915.

(
8
)

蘇
掩

拳
太

郎

桃

荻
の
研
究
､
的
､
水

曜

骨
託
､

解
立
春
､

筋
五
髄
､

昭
和
二

年
大
月

(
9
)

Sa
wa
m
u
r
a.
H
.

i己
iuen
ce
o
f
t
he

Va
r
io
u
s

E
lem
印
ntS
O
n

t
h3

G
raph
iti2:a
tio
rL

in

C
a
s
t

I
ro
n
.

M

em
.

C
o
y
,

的
n
g
.,

k
y
o
to

r
m
p
∴

U
n
iv
.,

V
o
1.

Z
V
.

N
o
.

4..
)926
.

丹
波
に
於
け
る
古
代
人
の
生
活

(

1

)

藤

田

元

春

緒

言

予
が
こ
ゝ
で
丹
紋
だ
い
ふ
地
域
は
'
現
在
の
行
政
筒
割
で
京
都
肝
に
屠
す
る
南
北
桑
田
.
船
井
'
何
鹿
も
天
田
の

五
郡
に
兵
庫
櫛
に
属
す
る
多
紀
氷
上
の
二
郡
を
各
し
た
.
和
銅
六
年
以
後
の
丹
波
で
あ
る
.
地
形
摩
的
に
之
を
見
れ

ば
そ
の
充
填
に
は
南
十
五
度
酉
に
走
る
朽
木
谷
断
層
中
村
致
接
の
所
謂
花
折
断
層
が
あ
っ
て
比
良
山
塊
ど
の
限
界
を

つ
-
ち
.
兼
北
に
は
熊
川
断
層
が
あ
っ
て
三
方
地
塊
か
ら
置
介
さ
れ
る
.
し
か
し
吏
ら
に
精
細
に
こ
の
高
原
の
兼
北

境
を
み
る
L･J
ら
ば
､
熊
川
断
層
に
並
行
し
て
知
三
川
の
し
め
す
酉
北
東
南
の
渓
谷
が
あ
っ
て
三
観
獄
の
寵
に
達
し
､

駄
ら
に
生
形
か
ら
蕃
川
に
蓬
す
る
安
曇
川
支
谷
の

1
線
が
明
に
沖
波
高
原
ビ
首
里
ケ
撤
地
塊
だ
を
置
介
し
て
み
る
か

ら
P
熊
川
断
層
か
ら
酉
十
四
粁
轟
は
井
波
の
境
域
以
外
で
あ
る
｡
同
様
に
花
折
断
層
の
西
約
六
粁
を

へ

だて
花
期
に

八
桝
､
大
布
施
､
別
所
を
つ
ら
ぬ
る
大
井
川
上
流
の
南
北
の
小
断
簡
が
あ
る
ら
し
い
か
ら
'
こ
～
に
も

一
つ
の
日
蝕


